
 

令和３年度 事業報告 

（令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日） 

 

Ⅰ 事業の概要 

愛媛県八西地区（八幡浜市および西宇和郡伊方町）を中心とした南予地域の医療を

担う医師を確保し、同地域の医療の充実および万一の原子力災害に備えた医療体制の

整備に寄与することを目的に、愛媛大学医学部医学科生を対象に奨学金を貸与し、 

支援・助成する。 

 

Ⅱ 事業の状況 

 １．奨学生の決定および支援 

  （１）３年度奨学生の決定 

     ３年度の奨学生について、令和３年２月２１日から４月２０日の間で募集し

たところ２名の応募があり、応募書類の審査および面接を実施した結果、２名

とも奨学生として相応しい資質を備えていたことから、次のとおり採用を決定

した。 

なお、累計目標人員に１名足りていないことから、１２月２０日まで募集を 

延長したが追加の応募はなかった。 

    ［令和３年度奨学生］ 

氏 名 医学科学年 出身校 親元住所 

 １年   

 １年   

 

  （２）奨学金貸与契約の締結および奨学金の貸与 

     上記奨学生２名と「奨学金貸与契約」を締結し、既奨学生を含めた５名に対

して、奨学金を２ヶ月分まとめて偶数月２０日に貸与した。 

〔奨学金の貸与実績〕 

学年 人数 
１人当たり 

合  計 
月額 年間 

１年 ２名 150,000 円 1,800,000 円 3,600,000 円 

３年 ２名 150,000 円 1,800,000 円 3,600,000 円 

４年 １名 180,000 円※１ 2,160,000 円 2,160,000 円 

合計 ５名 － － 9,360,000 円 

        ※１･･･２年生時から貸与開始 

 



 

 

  （３）奨学生への支援 

    ・南予地域の病院見学および懇談 

        地域医療を担う医師を目指す奨学生に、早い段階から地域医療の実情に触

れ実感してもらうことを目的に、8 月下旬に八幡浜総合病院ならびに西予

市民病院・野村病院の見学を計画していたが、8 月初旬の新型コロナウイル

ス感染者急拡大を受け、やむを得ず中止した。 

・奨学生へ激励メッセージの発信 

      奨学生の現状を把握するとともに、財団との繋がりが希薄にならないよう、

奨学金貸与時（2 ヶ月毎）に振込の通知と合わせて激励メッセージを発信し、

奨学生から返信を受けるなど、意識の維持・向上に努めた。 

・奨学生との懇談 

奨学生の現状を把握するとともに、将来、愛媛県南予地域の医療の充実・

発展に貢献するという当財団奨学金の意義を十分理解し、意識を高く持って

取り組んでもらえるよう懇談を実施した。 

なお、年度内で実施できなかった２名については４月の実施とした。 

実 施 日 面談場所 参加人数 

令和４年３月２５日 財団会議室 １名 

令和４年３月２９日 財団会議室 ２名 

 

 ２．奨学生の募集および広報・ＰＲ活動 

  （１）愛大医学部の協力を得た奨学生募集および広報・PR 活動 

・愛媛大学医学部の協力を得て、同部ホームページに奨学金制度概要の掲載や 

学部内に奨学生募集ポスターの掲示、また、４年度医学部医学科の合格者に 

奨学金制度リーフレットの送付を依頼した。 

  （２）八西地区を中心とした自治体などへ訪問による広報・ＰＲ活動 

・南予地域の自治体や当財団の指定医療機関、八西地区の経済団体や金融機関、 

商業施設などを訪問し、奨学生募集ポスターの掲示や奨学金制度リーフレッ 

トの備付など協力を依頼した。 

・医学部への入学実績のある高校や大学受験予備校、医系専門予備校、学習塾 

などを訪問し、奨学金制度をＰＲするとともに、愛媛大学医学部医学科へ志 

望の学生に対して奨学金制度について紹介を依頼した。 

 

 

 

 

 

 



 

  （３）ホームページや広報誌などを活用した広報・ＰＲ活動 

    ・３年度奨学生募集の延長や４年度奨学生募集について、随時ホームページを

更新し周知・ＰＲした。 

    ・１月～４月にかけて、フェイスブックやインスタグラムといったＳＮＳ広告

を活用して４年度奨学生を広く募集した。 

    ・南予地域をメインに、自治体や医療機関、学校、商業施設などにポスターの

掲示やリーフレットの備付を依頼した。 

    ・新規の事業 PR ツールとして、南予地域の路線バスへの車内広告を実施。 

     具体的には、伊予鉄南予ﾊﾞｽ全 19 台、宇和島ﾊﾞｽ 40 台、および宇和島ﾊﾞｽ待

合所 10 ヵ所に、1/31（月）～11 週間、奨学生募集のポスターを掲示した。 

    ・四国電力㈱の発行する広報誌に４年度奨学生募集について掲載を依頼した。 

     （ライト＆ライフ、伊方だより、社内報「てらす」） 

 

 

３．財団運営業務 

 （１）事業計画書、収支予算書および事業報告、計算書類等の作成 

    ・いずれも、遺漏なく適正に作成した。 

（２）理事会、評議員会の円滑な運営 

    ① 理事会 

     ・第１回理事会（４月２７日） 

       第１号議案 令和３年度奨学生の決定について 

・第２回理事会（５月２８日） 

       第１号議案 令和２年度 事業報告および計算書類等の承認について 

       第２号議案 辞任に伴う評議員候補者について 

       第３号議案 令和２年度 定時評議員会の開催について 

       ＜報告事項＞ 理事長の職務執行状況について（令和２年度下期） 

     ・第３回理事会（１０月１日） 

       第１号議案 辞任に伴う評議員候補者について 

       第２号議案 令和３年度 臨時評議員会の決議の省略について 

     ・第４回理事会（令和４年３月１８日） 

       第１号議案 令和４年度 事業計画書について 

       第２号議案 令和４年度 収支予算書について 

       第３号議案 資金調達および設備投資の見込みについて 

       ＜報告事項１＞ 理事長の職務執行状況について（令和３年度上期） 

      ＜報告事項２＞ 令和３年度 理事の利益相反取引について 

 

 

 



 

    ② 評議員会 

     ・定時評議員会（６月１８日） 

       ＜報告事項＞ 令和２年度 事業報告 

       第１号議案 令和２年度 計算書類等の承認について 

       第２号議案 辞任に伴う評議員の選任について  

     ・臨時評議員会（１０月６日） 

       第１号議案 辞任に伴う評議員の選任について 

 

 （３）公的機関等への速やかな各種書類の提出、届出 

    愛媛県や松山市など官公庁への提出書類を期日までに適正に実施した。 

 

 （４）事業資金の受入れおよび事務諸経費の支払い 

    ・遺漏なく適正に実施した。 

 

 （５）会計基準に則った適切な会計処理 

    ・遺漏なく適正に実施した。 

 

４．別紙 

  事業報告の附属明細書 

 

以 上 

  



 

別紙 

 

事業報告の附属明細書 

 

令和３年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第６４条において準用する同法施行規則第３４条第３項に規定する附属明細書は、「事

業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 

 


